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市民の命と生活を守る
昨年 8 月、「糸魚川総合病院 維持継続へ協議」とい
うニュースが報道されました。市内唯一の総合病院
であり、救急医療を担う基幹病院が、経営難に直面
しています。病床数の削減や診療科の見直しが進み、
医療人材の確保も課題となっています。
このままでは、大切な命を守る医療が失われてし
まう。残念ながら、もう時間は残されていません。
地域医療を守るために、私たち一人ひとりができ
ることがあります。市からの援助だけでなく、オン
ライン診療の導入支援や訪問診療の推進、スマホ教
室の開催を進め、外来診療の負担を軽減する必要が
あります。

また、いつでも、どこでも必要な医療を受けられ
るようには、交通インフラの整備も不可欠です。
救急車がスムーズに通行できる道路整備や、狭い
道の改善を進めることで、命を救う「医療へのアク
セス」を守ります。さらに、乗合タクシーを拡充し、
通院が困難な方が安心してクリニック・病院へ行け
る移動手段を確保します。地域医療は、私たちの命
と生活を支える基盤です。

今こそ、この現状を知り、未来の糸魚川を守るた
めに、一緒に考え、行動しましょう。
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急速な高齢化が進行する中、世代を問わず、障がいを持たれる方や日々の支援を必要とする方など、
多様な方々がいらっしゃいます。全世代が元気で自分らしく暮らせる環境を整備するとともに、シニ
ア向けの居場所づくりや健康寿命の延伸、充実の医療・介護の提供を目指します

市民の命と生活を守る

糸魚川総合病院を全面バックアップ

糸魚川総合病院 糸魚川総合病院
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医療
福祉 オンライン診療であんしん

在宅でも安心して、介護と医療を受けられる仕組みの構築

自宅まで
お届け

オンライン
処方箋オンライン

診療高齢者には訪問看護師がサポート
24時間いつでも

調剤薬局まで
取りに行く

30分前
電話予約

病院

自宅

クリニック

予約制
乗合タクシー

市内唯一の総合病院で、救急医療も担う地域の基幹病院

実は、
軽症者の外来が
増えると...

このままだと...
倒
産赤字が

拡大

体調が悪いなと
感じたら...

糸魚川総合病院地域包括支援センター

紹介状

どう
すればいいの？

訪問診療

日中 夜間

オンライン診療

日中

あたらしいカタチかかりつけ医

外来

加えて

入院 手術

糸魚川地域の基幹病院として、救急搬送の
約9割を受け入れている糸魚川総合病院には、
今後も入院、手術や高度な医療を提供し、
市民の命を守っていただく必要があります

協力・連携協力・連携

コミュニティバス・乗合タクシーの拡充
好きな時に好きな場所へ
現在運行中のコミュニティバスや乗
合タクシーの増便や拡充を図り、
地域や個人の特性にあわせて個別
に最適な交通手段の確保。免許返
納後の移動手段確保を進めます。
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姫川病院は閉院
新潟労災病院もR7年度中に閉院

こ れ で 解 決 し ま す
訪問診療や

オンライン診療の
充実で糸病の
負担軽減

開かれた審議会、市民アンケートの実施、市民
委員の募集、パブリックコメントの充実など、様々
な手法で市民参加型の市政運営を目指します

会えるリーダーが
市民参加を実現 市内の高齢化地域を走る

オンデマンドタクシーの全
車両に人工知能で制御す
るシステムを導入

例えば、
つくば市ではどう

やって
決めるの？

シニア向けデジタル教室の強化
デジタル化に備えて、「オンライン診療」や「みまもりあいア
プリ」など実用的なデジタル教室の開催
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医療・介護スタッフの確保
報酬を引き上げへの働きかけを含め、市内にて医療・介護施設等を運営し
やすい状況を整備。医療・介護スタッフの待遇向上への支援策を検討

2

介護者の家族や施設の負担軽減
家族の付き添い通院の負担軽減、高齢者や障害者の一時預かり機能の強化を通じ
て、親子の物理的、精神的負担を軽減し、住み続けられる糸魚川市を実現

3
医療・福祉
のための

交通

入院や手術、
高度な検査などは
糸魚川総合病院へ
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〒941-0067 新潟県糸魚川市横町5-1-67

TEL.025-556-6767 ／FAX.025-333-0223
itoigawa.rei@gmail.com

いとうれい後援会
いとうれいの活動はウェブでも発信中！

公式LINE
@194ooeec

Facebook
@itorei.desu

X（旧Twitter）
@itoreito

Instagram
@itorei.desu

公式HP

できることから、一緒に始めませんか？
まちのために、大切な人の未来のために
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いとうれい後援会では一緒に活動してくださる仲間を募集しています。
10年、30年、100年先の未来を見据えて、

どんな糸魚川を子どもや孫など大切な人に残したいですか？
皆さんのアイディアを「いとうれい」にお聞かせください。
お近くにお越しの際は、お気軽に後援会事務所までお越しください。

後援会事務所

ヒスイ王国館内ヒスイホール
住所：大町1丁目7-11 ／ 電話：025-553-1210

糸魚川の未来を語る会
糸魚川のこれからを、市民の皆さまと共に考え、語り合う対話の場を開催します。
人口減少や地域医療の課題、まちの活性化など、糸魚川が直面する現状と未来について、
皆さんの声を聞きながら、一緒により良い糸魚川を創るためのアイデアを共有したいと考えています。
まちの未来に関心のある方、地域をもっと良くしたいと思っている方、どなたでも大歓迎です！
ぜひ、お気軽にご参加ください。

3 17:00~

30日（日）
10:00~

30日（日）
14:00~

30日（日）
18:00~

16:30 受付開始

場所

参加費無料（事前申込不要）

参加費無料（事前申込不要）ですので、
どなたでも参加いただけます。

費用29土

い
と
う 

れ
い（
伊
藤 

麗
）

平成2（1990）年6月 木浦
（旧能生町）生まれ、能生在住
木浦小・能生中・高田高卒・日
大商学部中退
夫と男の子2人の4人家族

前NPO法人すいみぃ代表
元糸魚川総合計画策定委員
糸魚川市議会議員（1期）
総務文教常任委員会 副委員長

職歴

西海地区公民館
水保1845

大野地区公民館
大野2303-1

今井地区公民館
中谷内1219

ミニ集会も随時開催中

一度足を運んで
ください。

様々なまちづくりの場面で活動をともにしてきた伊
藤さん。地域の課題を解決するために NPO 法人を立
ち上げる行動力。あふれ出る地域愛を持つ伊藤さん
こそ、糸魚川の新しいリーダーとして相応しいと信
じています。

人と人をつなぎ、新たなチカラを生み出す能力の持
ち主！子育て支援に始まり、空き家を活用したまち
づくり、フードバンク設立などは、人の声を聴き、
実行に移すれいさんならではのアイディアだと思い
ます。れいさんに期待しています。

プロスキーヤー
青木 優子 さん

行政書士
松澤 克矢 さん

地域愛に溢れる、新たなリーダー 誰よりも聴くことを大切にしている

応援メッセージ 応援メッセージ


